
 団体交渉経過報告 ２０１３春闘 

第
一
回
団
体
交
渉 

 

「
労
働
者
負
担
を
撤
廃
す
る
事

が
今
春
闘
の
要
」 

 

二
月
十
三
日
（
水
）
に
提
出

し
た
『
二
〇
一
三
年
春
闘
単
組

要
求
書
』
に
基
づ
き
、
二
月
二

十
一
日
（
水
）
に
第
一
回
目
の

団
体
交
渉
を
行
な
い
、
労
使
双

方
の
基
本
的
情
勢
認
識
の
提
起

と
、
労
働
組
合
か
ら
『
要
求

書
』
の
趣
旨
説
明
を
行
な
い
ま

し
た
。 

 

「
安
全
・
安
心
な
公
共
交
通
機

関
と
し
て
の
役
割
」 

（
経
営
）
経
営
と
し
て
も
労
働

組
合
の
要
求
の
主
旨
は
理
解
し

て
い
ま
す
。
現
在
全
て
の
要
求

項
目
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

『
賃
金
要
求
』
に
つ
い
て
は
、

労
使
で
賃
金
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
努
力
し
た
者
が
報
わ
れ

る
賃
金
体
系
を
目
指
し
検
討
し

て
い
く
事
を
、
労
使
協
議
の
中

で
確
認
し
て
い
ま
す
。
『
労
働

者
負
担
撤
廃
要
求
』
も
賃
金
検

討
委
員
会
と
平
行
し
て
、
賃
金

体
系
の
変
更
に
伴
う
解
決
策
を

模
索
し
ま
す
。
そ
の
他
の
要
求

も
現
在
検
討
中
で
す
が
、
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
、
現
在
社
内
に
全
営
業
車
の

四
本
分
の
保
管
場
所
が
な
い
た

め
、
消
防
署
に
保
管
場
所
や
管

理
方
法
等
を
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
先
月
の
大
雪
の
様
な
状
況

は
、
特
別
な
事
で
あ
り
、
も
し

全
車
に
四
輪
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
を

装
着
し
た
時
に
、
乗
務
員
の
皆

さ
ん
が
稼
働
に
き
ち
ん
と
協
力

し
て
く
れ
る
の
か
も
疑
問
で

す
。
先
月
は
雪
の
予
報
が
出
た
だ

け
で
、
当
日
欠
勤
す
る
乗
務
員
も

多
数
い
た
の
で
、
今
の
段
階
で
は

ま
だ
様
子
を
見
さ
せ
て
頂
き
た

い
」 

（
執
行
部
）
「
安
全
・
安
心
な
公

共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
た
め
に
も
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

四
輪
装
着
は
必
要
で
す
。
雪
の
日

等
の
悪
天
候
時
に
は
、
我
々
の
労

働
は
、
余
計
に
社
会
か
ら
必
要
に

迫
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
安
全･

安
心
を
社
会
に
担
保
す
る
た
め
に

も
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
四
輪
装
着
は
絶

対
に
必
要
で
す
。
テ
レ
ビ
で
タ
ク

シ
ー
が
雪
道
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
い

る
映
像
が
流
れ
ま
し
た
が
、
利
用

者
か
ら
見
て
ど
う
思
う
か
を
考
え

て
頂
き
た
い
」 

 

中
央
委
員
会
で
の
要
望
事
項 

 
そ
の
他
、
二
月
十
日
に
開
催
し

た
第
一
回
中
央
委
員
会
に
て
、
中

央
委
員
よ
り
出
さ
れ
た
要
望
に
つ

い
て
申
し
入
れ
、
労
使
で
討
議
を

し
ま
し
た
。 

 

●
永
年
勤
続
表
彰･
優
良
乗
務
員

表
彰
に
つ
い
て 

 

毎
年
９
月
に
行
な
う
『
永
年
勤

続
表
彰
』
が
、
現
在
行
な
わ
れ
て

い
な
い
の
で
、
労
使
で
規
定
を
再

確
認
し
、
対
象
者
に
は
規
定
通
り

表
彰
を
行
な
う
様
に
経
営
に
申
し

入
れ
ま
し
た
。
優
良
乗
務
員
表
彰

に
つ
い
て
は
、
規
定
に
基
づ
き
表

彰
す
る
様
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 
 ●

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
最
新

の
地
図
デ
ー
タ
に
更
新
す
る
事 

 

無
線
配
車
を
カ
ー
ナ
ビ
の
画
面

上
で
行
な
っ
て
い
る
以
上
、
地
図

デ
ー
タ
も
定
期
的
に
最
新
の
も
の

に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

最
新
デ
ー
タ
に
更
新
す
る
様
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。
経
営
側
も
「
乗

務
員
だ
け
で
は
な
く
、
お
客
様
か

ら
の
要
望
も
あ
る
の
で
、
地
図
の

デ
ー
タ
は
更
新
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
更
新
す
る
た
め
の
費
用･

機

器
等
を
確
認
し
て
検
討
し
ま
す
」

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。 

 

●
社
章
バ
ッ
ジ
に
つ
い
て 

 

社
章
バ
ッ
ジ
が
品
切
れ
な
の
で

用
意
す
る
様
に
申
し
入
れ
ま
し
た

が
、
経
営
側
は
「
社
章
バ
ッ
ジ
は

既
に
発
注
し
ま
し
た
が
、
先
日
、

業
者
か
ら
違
う
色
の
バ
ッ
ジ
で
制

作
し
て
し
ま
っ
た
と
連
絡
が
あ

り
、
現
在
作
り
直
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
の
回
答
で
し
た
。 

 

●
車
載
地
図
を
最
新
の
二
〇
一
三

年
度
版
に
交
換
す
る
事
。 

 

車
載
地
図
の
期
限
が
本
年
で
切

れ
る
の
で
、
全
車
の
車
載
地
図
を

最
新
版
に
交
換
す
る
様
に
申
し
入

れ
、
経
営
か
ら
は
、
早
急
に
準
備

す
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。 

 

●
駐
車
棟
四
階
の
整
備
及
び
車
両

入
れ
変
え
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
洗
車

を
し
て
い
た
り
、
日
本
交
通
の
職

員
・
乗
務
員
の
車
両
が
停
め
て
い

る
件
に
つ
い
て 

 

四
階
の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

は
、
整
備
中
の
車
両
や
、
朝
の
自

家
用
車
の
入
れ
替
え
時
に
の
み
一

時
利
用
を
許
可
し
て
お
り
、
他
の

用
途
で
は
利
用
し
な
い
様
に
申
し

入
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
車
両
の
入
れ
替
え
を
行

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
互
い
協

力
す
る
事
は
必
要
で
す
が
、
ル
ー

ル
は
守
っ
て
頂
く
よ
う
に
申
し
送

り
し
ま
し
た
。 

  

 

第
一
回
団
体
交
渉
で
は
、
我
々

の
一
番
切
実
な
要
求
で
あ
る
『
未

収
金
手
数
料
５
％
・
労
働
者
負
担

の
撤
廃
』
に
つ
い
て
、
経
営
側
は

『
賃
金
検
討
委
員
会
で
の
賃
金
組

み
替
え
』
『
安
定
し
た
労
使
の
関

係
は
望
ん
で
い
る
』
と
い
う
姿
勢

に
終
始
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
要

求
と
追
求
に
は
、
明
確
な
回
答
が

得
ら
れ
ず
、
平
行
線
で
終
了
し
ま

し
た
。 

  

第
二
回
団
体
交
渉 

 
 

 

公
共
交
通
機
関
と
し
て
「
安

全
・
安
心
」
を
担
保
す
る
た
め
に

も
、
ス
タ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
四
輪
装

着
は
必
要 

 

二
月
二
十
八
日
（
木
）
に
第
二

回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
、
冒

頭
、
経
営
側
か
ら
『
Ｓ
Ｋ
Ｃ
移
転

に
伴
う
工
事
の
計
画
』
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
詳
し
い
工

事
日
程
は
乗
務
員
に
も
周
知
出
来

る
様
に
、
点
呼
場
に
掲
示
す
る
事

を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
『
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
四
本
装
着
』
の
要
求
に
つ
い

て
、
経
営
側
か
ら
具
体
的
な
試
算

が
次
の
様
に
出
さ
れ
、
全
車
装
着

に
向
け
て
検
討
す
る
事
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

 

『
ノ
ー
マ
ル
一
本
６
３
０
０
円
・

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
一
本
７
３
０
０
円

で
試
算
』 

◆
四
本
装
着
（
一
月
～
三
月
の

三
ヶ
月
使
用
）
年
間
一
台
あ
た

り･

２
４
０
６
０
円 

◆
後
輪
二
本
装
着
（
降
雪
時
の
み

約
一
ヶ
月
使
用
と
想
定
）
年
間
一

台
あ
た
り･

１
４
５
２
５
円 

◆
一
台
あ
た
り
９
５
３
５
円
（
全

台
数
２
３
３
６
０
０
０
円
）
の
年

間
差
益 

 

ま
た
、
保
管
場
所
に
つ
い
て
は

消
防
署
か
ら
明
確
な
回
答
が
出
て

い
な
い
が
、
パ
イ
プ
を
組
み
立
て

て
タ
イ
ヤ
ラ
ッ
ク
を
制
作
す
る
事

を
検
討
し
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

 

労
働
組
合
と
し
て
は
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
四
本
装
着
は
公
共
交
通
機

関
と
し
て
の
責
任
で
あ
り
、
試
算

で
出
さ
れ
た
二
百
三
十
万
円
余
り

の
費
用
は
、
東
洋
交
通
の
利
益
の

中
か
ら
出
せ
る
と
判
断
し
、
交
渉

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

  

経
営
「
営
業
区
域
内
で
は
仕
事
を

し
て
欲
し
い
」 

 

続
い
て
『
高
速
道
路
帰
路
会
社

負
担
要
求
』
に
つ
い
て
議
論
し
、

「
大
半
の
乗
務
員
は
都
心
で
営
業

を
し
て
い
る
。
効
率
の
良
い
営
業

を
す
る
た
め
に
も
、
首
都
高
速
は

都
心
ま
で
会
社
負
担
で
戻
れ
る
様

に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
に

対
し
、
経
営
は
「
基
本
的
に
、
営

業
区
域
内
で
は
、
空
車
で
首
都
高

速
を
走
ら
ず
一
般
道
を
走
っ
て
仕

事
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
姿
勢

に
終
始
し
ま
し
た
。 

 

他
に
も
、
圏
央
道
、
八
王
子
バ

イ
パ
ス
の
利
用
状
況
を
集
計
し
、

具
体
的
な
会
社
負
担
額
を
把
握
し

て
お
く
様
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

第
二
回
団
体
交
渉
で
も
経
営
よ

り
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
ず
、
労

働
組
合
と
し
て
は
、
労
働
者
負
担

の
撤
廃
の
た
め
に
も
、
早
急
に

『
賃
金
体
系
の
見
直
し
』
が
必
要

だ
と
し
ま
し
た
。 

 

次
回
の
第
三
回
団
体
交
渉
は
、

三
月
十
三
日
（
水
）
に
行
な
い
ま

す
。 

    

労働者負担『未収金手数料５％』撤廃へ向けて！ 
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
四
輪
装
着
を
！ 

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
！

 


